
ほがらか

　
２
月
20
日
か
ら
22
日
に
、
東
山

代
複
合
施
設
で
『
複
合
施
設
で
図

書
館
ま
つ
り
』
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
市
が
文
部
科
学
省
か

ら
委
託
を
受
け
て
実
施
し
て
い
る

『
図
書
館
・
学
校
図
書
館
と
地
域
の

連
携
協
働
に
よ
る
読
書
の
ま
ち
づ

く
り
推
進
事
業
』
の
一
環
で
、
地

域
住
民
を
対
象
に
読
書
へ
の
関
心

を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ

れ
た
も
の
で
す
。

　
20
日
は
、
東
山
代
小
学
校
図
書

室
で
佐
志
純
子
さ
ん(

佐
世
保
市

立
図
書
館
、
日
本
図
書
館
協
会
認

定
司
書)

に
よ
る
学
校
図
書
館
職

員
研
修
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
21
日
は
東
山
代
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
で
、
村
中
李
衣
さ
ん(

作

家
、
山
口
学
芸
大
学 

客
員
教
授)

に
よ
る
講
演
会
『
絵
本
の
読
み
あ

い
で
未
来
を
ひ
ら
く
』、
22
日
は
竜

田
徹
さ
ん(

佐
賀
大
学 

准
教
授)

に
よ
る
『
竜
田
先
生
の
わ
く
わ
く

読
書
会
』
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
21
日
と
22
日
は
、
東
山

代
小
学
校
図
書
室
の
見
学
や
、
地

域
開
放
に
向
け
た
ア
ン
ケ
ー
ト
、

読
み
語
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る

お
は
な
し
会
、
自
動
車
図
書
館

『
ぶ
っ
く
ん
』
の
展
示
な
ど
が
行
わ

れ
、
来
場
者
が
、
読
書
に
親
し
む

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

↑�『竜田先生のわくわく読書会』では参加者が、課題図書
『100 万回生きたねこ』について自由に語り合いました

東
山
代
複
合
施
設
で
『
図
書
館
ま
つ
り
』

↑�開放された東山代小学校図書室を見学する来場者

新し
ん

年ね
ん

度ど  
温ぬ

く
も
り
も
増ま

し  

晴は

れ
や
か
に

　   

　
　
　
　  
道み

ち
ゆ
く
人ひ

と
の  

輝か
が
やき

て
見み

ゆ
杉す

ぎ
山や

ま
　
露つ

ゆ
子こ

伊
万
里
白
露
短
歌
会

伊
萬
里
ホ
ト
ト
ギ
ス
會

米よ
ね

岡お
か

　
す
み
れ

咲さ

き
満み

ち
て
花は

な

の
ト
ン
ネ
ル
な
り
し
駅え

き

100 歳のお誕生日、おめでとうございます。

市は、心を込めて記念の飾り皿を贈りました。

長生きの秘
ひ

訣
けつ

は　小学校教員として勤務し、

最後は校長の任まで全うしました。母譲りの

編み物をはじめ、書道や畑仕事が好きで、い

まは、芋や団子を食べることが楽しみです。

佐々木 光代 さん　（脇田町） １月生まれ

長生きの秘訣は　小学校の教員として 43年

間、定年するまで勤めました。また、日本舞踊

や琴、書道を楽しんでいました。いまは、施

設で同級生と仲良く穏やかに暮らしています。

田中 文子 さん（伊万里町） １月生まれ

100 歳

おめでとう

百寿記念品贈呈百寿記念品贈呈

↑�同クラブの德永秀德会長（前列左から３人
目）と同クラブの皆さん、贈られた絵本

　
２
月
28
日
、
古
伊
万
里
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
、
絵
本
32
冊
を
市

民
図
書
館
に
寄
贈
し
ま
し
た
。

　
古
伊
万
里
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

の
絵
本
の
寄
贈
は
、
今
回
が
14
回

目
で
、
寄
贈
し
た
本
の
冊
数
は

７
４
４
冊
に
な
り
ま
し
た
。

　
絵
本
は
『
い
ま
り
っ
子
文
庫
』

と
し
て
、
図
書
館
内
に
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
。

絵
本
の
寄
贈
を

続
け
て
７
４
４
冊
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ほがらかほがらか

左手の甲に右手を乗せ、
人差し指以外を閉じながら上に上げたあと、
両手の人差し指を立てて前後から寄せます

『 は じ め ま し て 』

やってみよう

かぶとがに （木須町）

　「農家民宿などに新しく取り組んでみたい」「伊万里を訪れる人を特別な体験でもてなしたい」人などを募

集しています。興味のある人は、気軽に相談してください。

子どもたちに伊万里の自然や文化を伝えています子どもたちに伊万里の自然や文化を伝えています

伊万里グリーン・ツーリズム

　農家民宿『かぶとがに』を営む黒川茂美さんは「伊万里の良さを、多くの人たちに知っ

てもらいたい」「人との交流を楽しみたい」という想いから、定年退職後に農家民宿を

始めました。特別な経験があったわけではなく、これまでの暮らしのなかで培ってきた、

知恵や日常を生かして、少しずつ取り組んでいます。

　現在は、修学旅行生や一般のお客さんを受け入れ、着なくなった着物を活用した『和

小物作り体験』『季節の野菜収穫体験』『押し寿司作り体験』など、身近な素材や家庭の

工夫を生かした多彩な体験を提供しています。訪れる人とのふれあいを大切にしながら、

無理のないペースで伊万里ならではの魅力を伝えている、農家民宿です。

　「自分にもできるだろうか」と感じている人も、まずは、できることから始めてみま

せんか。空き家や空き部屋を活用した『農家民宿』は、あなたらしいおもてなしが生か

せる取り組みです。

農家民宿紹介 vol.11農家民宿紹介 vol.11

～好きなこと、得意なことが『おもてなし』になる～

農家民宿や体験受け入れに新しく取り組む人を募集しています

�● 問合先　

　シティプロモーション推進課グリーン・ツーリズム係

　伊万里市観光協会（ 　   ☎ 20-9031）

取り組みの紹介動画はこちらから →

ぼくは、ちょっとびびりだけど、
食べることが大好きで『いも』
と『いちご』を食べてるときが
一番幸せ♡のりもののおもちゃ
で毎日たのしくあそんでるよ★

のりもののなかで『軽トラ』がいちばんすき！

いつもたくさん笑わせてくれて、癒や

しをくれてありがとう！食いしん坊で

いっぱい食べる風羽が大好きだよ♡

生まれてきてくれてありがとう♫
これからの成長も楽しみにしてるね！

市
いちまる

丸 風
ふ う

羽さん（１歳）

剛
つよし

志・歩
あ ゆ

由さんの子
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